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ロ
ツ
眠
間
原
子
功
協
定

近
く
最
終
的
に

訪
米
中
の
土
光
故
夫
経
団
連
会
長
は

二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
ソ
連
に
立

ち
寄
る
が
、

ぺ
．ホ
ロ
シ
ャ
ン
ツ
原
子
力

利
用
国
家
委
員
会
委
員
長
ら
と
会
談
、

席
上
、

ロ
ソ

民
間

原
子
力
協
力
協
定

と
、

原
子
力

発

「
用

原
子
炉
の
対
ン

輸
出
商
談
に

つ
い
て

、
最
ヽ

的
な

協

議
を
行
う
こ
と
が

十
四

日
明
ら

か
と

―
′

な
っ
た
。
合
意
が
成
立
ず
れ
ば
「
九
月

の
日
ソ
経
済
合
同
一
員
会
開
催
ま
で
に

正
式
調
印
す
る
予
定
て
あ
る
。
財
界
は

原
子
力
開
発
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
対

米
ず
辺
倒
の
野
勢
を
反
省
、
核
先
進
国

の
こ

ら

繁

蔵

に
頚

切
ヨ

と
す
る
も
の
と
し
て
注
日
さ
れ
る
。

土
光
会
長
の
訪
ソ
は
ソ
連
の
ア
ン
ト

サハリン原子力発電所
為 リ

秒
包

叢,逮g (■ スイギン首相、計画示す
れ

“
る

【
モ
ス
ク
ワ
十
四
日
＝
自
井
特
派
員
】
信
頼
で
き
る
日
ソ
関
係
筋
が
十
四

日
夜

（
日
本
時
間
十
五
日
未
明
）
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
日

行
わ
れ
た
石
田
労
相
と
コ
ス
イ
ギ
ン
・
ソ
連
首
相
の
会
談
で
、
コ
ス
イ
ギ
ン

首
相
は
日
ソ
経
済
協
力
の
新
し
い
分
野
と
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
原
子
力
発
電
所

の
日
ソ
共
同
建
設
計
画
を
提
示
し
た
。
同
計
画
に
対
す
る
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相

の
発
言
は
、
日
本
の
協
力
が
な
く
て
は
建
設
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
、
こ
の
秋
に
今
後
の
日
ソ
経
済
協
力
の
進
め
方
を
話
し
合
う
民

間
ベ
ー
ス
の
日
ソ
経
済
合
同
委
員
会
が
開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
同

計
画
に
つ
い
て
間
接
的
に
日
本
の
対
ソ
協
力
を
要
請
し
た
も
の
と
受
け
取
ら

れ
て
い
る
．
石
田
労
相
と
し
て
は
、
こ
の
コ
ス
イ
ギ
ン
発
一言
を
受
け
て
、
帰

口
後
に
日
ソ
経
済
委
員
会
代
表
委
員
の
積
村
経
団
連
名
誉
会
長
、
永
野
日
蘭

会
頭
ら
に
同
計
画
を
中
心
に
、
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
と
の
会
談
で
話
し
合
わ
れ

た
日
ソ
経
済
協
力
問
題
の
内
容
を
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
み
ら

世
界
で
最
初
に
、
原
子
力
発
電
所
を

建
設
し
た
ソ
連
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

に
あ
た

っ
て
、
原
子
力
発
電
所
の
比
重

を
高
め
て
い
く
政
蓉

を
と

っ
て
い
る
。

サ

ハ
リ
ン
原
子
力
発
電
所
は
こ
う
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
原
子
力
化
」
の

一
環

と
し
て
ソ
連
が
長
年
検
討
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

蘇
簑
一鞭
雛

蘊薙
難
瞥
機

日
ツ
関
係
筋
に
よ
る
と
、
石
田
・、コ

ス
イ
ギ
ン
会
談
で
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
が

提
示
し
た
サ
ハ
リ
ン
原
子
力
努
電
所
の

日
ソ
共
同
建
設
計
画
は
、
出
力
四
百
万

口，ヮ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電
所
を
日
ソ
協

力
に
よ
り
建
設
、
う
ち
二
百
万
計
ワ
ッ

轟
畔
鯛
距
貯舅

電
の
形
で
輸
出
す
る
と
い
う
も
の
．ヽ

原
子
力
関
係
施
設
の
相
瓦
鳩
英
、
原
子

力
開
発
に
関
す
る
情
報
の
交
換

―
―
な

と
が
主
体
内
容
。
ソ
連
は
当
初
、
政
府

口
協
定
を
希
望
し
て
い
た
が
、
政
府
間

闘
笙
賃
首
米
辱
万
協
笙
あ
関
係

な
と
一
政
治
的
に
微
妙
な
問
題
が
か
ら

む
た
め
、
わ
が
国
が
難
き
を
示
し
、
民

闘
協

定
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

ヽ
の
で
ヽ

こ

の
た
め
日
本
原
子
力
産
業

会

議
が
窓

口
に
な

っ
て
交
渉
を

行

っ
て

い

ちわ
が
国
は
理
縮
ウ
ラ
ン
の
長
期
安
定

供
給
確
保
の
た
め
米
国
と
日
米
原
子
カ

し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
は
巨
額
の

建
設
費
が
か
か
る
う
え
、
出
力
を
当
初

か

り
大
規
模
化
し
な
い
と
、
発
電
原
価

が
高
く

つ
い
て
採
算
が
取
り
に
く
い
と

い
う
難
点
が
あ
る
。
し
か
も
、
サ

ハ
リ

ン
だ
け
で

は
大
規
集

原

子
力

発
電
所

が
生
産
す
る
電
力
を
す
べ
て
消
費

で
き

こ
の
コ
ス
イ．
ギ
ン
提
案
に

つ
い
て
、

十
四
日
の
記

者
会

見
で

石
田

労
相
は

「
シ
ベ
リ
ア
に
発
電
所
を
建
設
し
て
、

も
の
だ
」
と
語
り
、
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相

と
の
会
議
で
も
そ
の
旨
、
述
べ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
．
し
か
し
、

コ
ス
イ

ギ
ン
首
相
の
同
計
画
に
対
す
る
話
の
切

り
出
し
方
が
、
ロ
ソ
協
力
で
取
り
組
め

る
シ
ベ
リ
ア
開
発
の
大
型
プ

ロ
ジ

エ
ク

ト
と
し
て

「
た
と
え
ば
こ
ん
な
の
が
あ

る
」
と
何
回
も
念
を
押
し
た
経
過
や
か

り
に

同

計

画

の
具
体
化
に
つ
い
て
議

し
合
う

と

し
て

も
、
民

間
ベ
ー
ス
の

日
ソ
経
済
合
同
委
で
行
う
べ
き
筋
合
い

の
も
の
な

の

で
、

石

田
労

相
と
し
て

は
、
ソ
連
が
同
計
画
の
実
施
に
前
向
き

で
あ
る
こ
と
を
植
村
、

水
野
両
代
表
委

員
ら
ロ
ソ
経
済
委
首
晰
に
伝
え
る
こ
と

に
し
、
具
体
的
な
約
束
は
何
も
し
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

日
ツ
関
係
筋
に
よ
る
と
、

コ
ス
イ
ギ

ン
首
相
は
こ
の
ほ
か
″
、
ロ
ソ
交
渉
が

大
幅
に
運
れ
て
い
る
ロ
ソ
経
済
合
同
委

ベ
ー
ス
の
極
東
の
紙
パ
ル
プ

・
コ
ン
ピ

ナ
「
卜
建
設
計
画
の
交
渉
促
進
を
石
田

一
労
相
に
要
請
し
た
と
い
う
。

鵜
鶏
鋳
妻
叙
犯
蹄
壁

コスイギン首相



日
ソ
民
間
原
子
力
協
定
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近
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最
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饉
会
長
は

二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
ソ
連
に
立

ち
寄
る
が

、
ベ
ト

ロ
シ

ャ
ン
ツ
原
子
力

利
用
国
家
委
員
会
委
員
長
ら
と
会
談
、

席
上
、

ロ
ソ

民
間

原
子
力
協
力
協
定

・

と
、

原
子
力

発

電
用

原
子
炉
の
対
ソ

輸
出
商
談
に

つ
い
て

、
最
終

的
な

協

議
を
行
う
こ
と
が

十
四

日
明
ら

か
と

０
●

瑯p

な

ｆ
Ｌ

合
薫

だ
縣
立

Ｉ

僻

い
、

九
月

の
日
ソ
経
済
合
同
査
員
会
開
催
ま
で
に

墓
裁
卑
る
こ
せ
あ
亀

財
界
は

原
子
力
開
発
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
対

米

す
辺
倒
の
野
勢
を
反
省
、

核
先
進
国

の
ソ
連
ど
の
関
係
強
化
に
踏
み
切
ろ
ラ

と
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

土
死
会
長
の
訪
ソ
は
ソ
連
の

ア
ン
ト

ノ
フ
電
気
技
術
工
業
相
の
招
き
に
よ
る

も
の
。
そ
の
際
、

ベ
ト

ロ
シ

ャ
ン
ツ
委

員
長
ら
と
も
会
談
す
る
予
定
て
、

会
談

の
日
取
り
が
は

っ
き
り
決
ま
れ
ば
、
電

力
、
電
機
、

機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構

成
す

る
日
本
原
子
力
産
業
会
議

（
有
沢

広
日
会

・
長
）
の
森

一
久
事
務
局
長
も
急

ぎ
訪
ソ
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。

日
ソ
民
間
原
子
力
協
力
協
定
は
、
技

術
者
の
相
互
交
流
、
機
密
部
分
を
除
く

原
子
力
関
係
施
設
の
相
互
視
英
、
原
子

力
闘
発
に
関
す
る
情
梨
の
交
換

―
―
な

ど
が
主
な
内
容
。
ソ
連
は
当
初
、
政
府

画
協
定
を
希
望
し
て
い
た
が
、
政
府
間

壺

辱

缶

道

米
墨

重

力
協
一生

お

関

係

な
二
ヽ

政
治
的
に
微
り
な
問
題
が
か
ら

む
た
め
、
わ
が
国
が
難
色
を
〓不
崚
、

民

間
協
定
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

も
の
で
、
こ
の
た
め
日
本
原
子
力
産
業

会
議
が
窓
口
に
な

っ
て
交
渉
を
行

っ
て

い
ちわ

が
国
は
腱
縮
ウ
ラ
ン
の
長
期
安
定

供
給
確
保
の
た
め
米
国
と
日
米
原
子
力

協
定
を
結
ん
て
い
る
。

一
方
、
ソ
連
と

は
科
学
技
術
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
は
ほ
と
ん
と
実
効
を
持

っ
て
い
な

か

っ
た

ず
財

界
と
し

て
は

こ
れ

ま
で

「
原
子
力
開
発
は
米
国
に
頼
っ
て
い
れ

ば
安
心
」
と

の
ム
ー

ド
が
強

か

っ
た

が
、
カ
ー
タ
ー
米
大
統
領
の
核

エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
大
幅
な
転
換
に
よ
り
、
米

一

国

一
辺
倒
に
対
す
る
反
省
の
機
運
が
急

速
に
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。

が
め耀鳩

土
訪

民
間
の
「日
ソ
原
子
力
協
定
」

協
議
整
え
ば
認
印
訪ソの土光氏

関
係
扇
が
蘭
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と

、
リ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
米
財
界

人
会
議
に
出
腐
し
た
あ
と
ソ
連
を
訪
間

す
る

■
光

敏
大

経
済
団
体

連
合
会
長

（
日
本

原
子
ヵ

産
業

会
議
副

会
長
）

は
、
モ
ス
ク
ウ
で
ソ
連
政
府
高
官
と
会

‐
‥―‥
す
る
際
、
ツ
連
原
子
力
利
用
国
家
委

員
会

（
ペ
ト

ロ
シ
ャ
ン
ツ
議
長
）
と
日

ヽ

本

原
子
力

産
業

会
議

（
有
沢

広
巳
会

長
）
の
間
で
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た

民
間
の
「
日
ソ
原
子
力
協
定
」
に
つ
い

て
詰
め
の
協
議
を
し
、
合
意
す
れ
ば
調

印
に
持
ち
込
む
予
定
で
あ
る
。

同
協
定
は
、
日
ソ
間
の
原
子
力
平
和

利
用
を
め
ぐ

っ
て
技
術
、
情
報
、
技
術

者
な
ど
の

交
流
を

目
的

と
し
た

も
の

で
、
調
印
さ
れ
れ
ば
、
将
来
の
わ
が
国

か
ら
の
原
子
力
発
電
設
備
の
輸
出
を
促

進
す
る
ば
か
り
で
な
く

、
漁
業
交
渉
な

ど
で
こ
じ
れ
き

っ
た
日
ソ
関
係
の
改
善

に
も
役
立

つ
も
の
と
み
ら
れ
る
。

同
筋
に
よ
る
と
、
日
本
側
窓
回
の
原

産
会
議
は
す
で
に
ソ
連
側
に
日
本
側
の

協
定
案
文
を
伝
え

て
お
り
、

そ
の
主
な

内
容
は
①
原
子
力
平
和
利
用
の
基
礎
研

究
や
原
子
力
発
電
の
安
全
対
策
に

つ
い

て
情
報
交
換
を
す
る
②
原
子
力
利
用
に

関
す
る
技
術
、
技
術
者
の
支
式
を
進
め

る
と
と
も
に
、

定
期
的
に
協
議
す
る
場

を
設
け
る
―
―

な
ど
で
あ
る
．

士
光
会
長
の
議
ソ
は
、
ア
ン
ト
ノ
フ

電
気

技
術
相

か
ら

招
待

さ
れ
た
も
の

凝
“
霧

Ｅ

饗

異

８

一

日
間
滞
在
、
国
際
電
気
学
会
な
ど
三
つ

の
催
し
に
出
席
す
る
予
定
だ
が
、
こ
の

間
に
、
ペ
ト

ロ
シ
ャ
ン
ツ
議
長
ら
ソ
連

政
府
の
原
子
力
関
係
者
と
会
談

、
原
子

力
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

今
回
の
モ
ス
ク
ワ
の
会
談
に
は
、
土

光
氏
の
ほ
か
森

一
久
原
産
会
議
事
務
局

長
が
参
加
す
る
が
、
ソ
連
側
か
ら
日
本

側
の
案
文
に
対
す
る
意
見
が
表
明
さ
れ

る
と
み
ら
れ
、
協
議
が
整
え
ば
、
調
印

に
持
ち
込
ま
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

日
ソ
間
の
原
子
力
平
和
利
用
の
協
力

問
題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
、
土
光
会

長
を
団
長
と
す
る
経
団
連
代
表
団
が
訪

ソ
し
た
時
、
ソ
連
側
か
ら

「
日
ソ
原
子

力
協
定
」
を
結
び
た
い
、
と
の
申
し
入

■

が
あ
り
、
日
本
側
で
は
原
産
会
議
が

窓
口
と
な

っ
て
検
討
を
進
め

て
き
た
。

し
か
し
、

ミ
グ
事
件
以
来
、
中
断
状
態

に
な

っ
て
い
た
。

ソ
連
は
、
田
中
政
権
時
代
に
政
府
間

の
原
子
力
筋
定
の
締
結
を
求
め
て
き
た

が
、
日
本
政
府
は
日
中
、
日
米
関
係
な

ど
に
与
え
る
微
妙
な
政
治
的
影
響
を
警

戒

、
難
餞
を
示
し
た
．
こ
の
た

め
ソ
連

側
は
改
め
て
民
間
を
窓
日
と
し
た
協
定

を
申
し
入
れ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

一　

こ
の
た
め
、
同
協
定
は
、
日
本
に
対

ン
首
相
は
こ
の
ほ
か
″
、
ロ
ソ
交
渉
が

大
幅

に
運
れ
て
い
る
ロ
ソ
経
済
合
同
委

ベ
ー
ス
の
極
東
の
紙
パ
ル
プ

・
コ
ン
ピ

ナ
「
卜
建
設
計
画
の
交
渉
健
進
を
石
田

一
労
相
に
要
綺
し
た
と
い
う
。

ン
の
供
給
な
ど

を
取
り
決
め
た
日
米
原
子
力
協
定
の
よ

う
な
行
政
協
定
と

は
性
質
を
曇
に
し
て

い
る
。
し
か
し
、
日
本
側
は
、
三
菱
電

工
業
、
日
立
製
作
所
、
東
京
芝
浦
電
気

な
ど
の

原
子
力

発
電

設
備

メ
ー
カ
ー

が
、

こ
の
協
定
を
土
合
に
原
子
力
発
電

設
備
の
輸
出
に
乗
り
出
す
こ
と
を
希
磐

し
て
お
り
、

一
方
ソ
連
側
は
こ
の
見
返

り
に
、
晨
縮
ウ
ラ
ヽ

え
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
協
定
締
結
を

機
会
に
ま
ず
、
原
子
力
発
電
設
備
輸
出

の
商
談
が
進
む
可
能
性
が
強
い
。


